
     

             

 

 

 

 

夏 充電！ 

大教組夏期学校 
 

 ８月２２日（月）  たかつガーデン  
 

□ 共通講義 １０：００～ 

「市民運動と野党共闘の未来」 

中野晃一さん 上智大学国際教養学部教授 
 

□ 事務職員部選択講座 １３：３０～（カトレア） 

「子どもの貧困--- 

シングルマザーと子どもの食の支援を通して」 

寺内順子さん 大阪社会保障推進協議会事務局長 

 

今年の事務職員部選択講座は、大阪社保協の寺内順子事務局長を講師

にお迎えして学習します。シングルマザーの支援や子ども食堂のとりく

みなどの第一線で活動されている方で、現場でのとりくみから要求運動

までお話をお聞きする予定です。 

事務職員部選択講座ではこの間、子どもの貧困や格差の問題など、学

校現場で役立つ知識や、就学支援や無償教育といった運動の展望につい

て学習しています。 

毎年参加していただいている方はもちろん、今回初めて参加される方

も十分楽しめると同時に明日への力となる講座です。 

多くの方の参加をお待ちしています。 

当日参加ももちろんＯＫですが、会場の都合もありますので、できる

限り参加者を各単組事務職員部で募っていただき事前に申し込みをお願

いします。参加費は 500 円です。 

若
手
事
務
職
員
の
会 

 

大
阪
市
教
版 

六
月
十
七
日
、
給
料
、
権
利
、
税
源

移
譲
の
こ
と
を
中
心
に
、
大
教
組
の
山

田
事
務
局
長
、
市
教
の
松
宮
さ
ん
の
話

を
聞
く
、
講
義
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

全
教
共
済
で
取
り
扱
っ
て
い
る
自
転
車

保
険
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
も
あ
り
、

ベ
テ
ラ
ン
組
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
内

容
で
し
た
。 

若
手
事
務
職
員
の
参
加
も
あ
り
、
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
に
で
き
た
の
は
よ
か
っ
た

か
な
と
思
い
ま
す
。
当
日
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
テ
ー
マ
を
公
費
に
つ
い
て
し
て

ほ
し
い
、
と
の
要
望
が
多
か
っ
た
の
で
、

疑
問
や
課
題
を
と
り
ま
と
め
つ
つ
、
次

回
は
参
加
型
に
出
来
れ
ば
い
い
な
ー
と

検
討
中
で
す
。 

今
後
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
、
新
規
参
加

者
も
、
是
非
増
や
し
た
い
も
の
で
す
。 

（
大
阪
市
教
） 

 堺
定
期
総
会 

七
月
七
日
、
堺
教
組
事
務
職
員
部
は
、

第
四
十
二
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
暑
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
組
合
員
の
出
席
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
初
め
て
参
加
し
て
く
れ
た

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
ま
で
、
幅

広
い
年
齢
層
が
一
堂
に
会
す
る
総
会
と

な
り
、
職
場
交
流
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。 

新
採
や
採
用
２
年
目
の
方
々
か
ら

は
、
各
職
場
で
の
様
子
や
今
後
取
り
組

ん
で
み
た
い
こ
と
な
ど
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
就
援
加
配
切
れ
で
１
人
配
置
に

な
っ
た
若
手
の
話
、
支
援
学
校
で
定
数

だ
け
で
は
業
務
量
が
多
く
な
っ
て
し
ま 

各
単
組
・
ブ
ロ
ッ
ク
で
定
期
大
会
を
は
じ
め
、
学
習
や
交
流
が
活
発
に
と

り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
各
地
の
と
り
く
み
を
紹
介
し
ま
す
。
今
後
の
と
り
く

み
の
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。 

っ
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
で
日
々
忙
し
い
な
が
ら
も

頑
張
っ
て
い
る
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
事
務
職
員
部
常
任
か
ら
は
、

来
年
度
に
迫
っ
た
権
限
移
譲
に
伴
う
問

題
点
や
改
善
点
な
ど
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
、
残
さ
れ
た
時
間
で
私
た
ち
の
権

利
・
労
働
条
件
を
後
退
さ
せ
な
い
よ
う

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
が
一
緒
に
な

っ
て
、
未
来
の
学
校
事
務
職
員
の
仕
事

を
確
立
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

運
動
方
針
案
は
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
、
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で
「
団
結

頑
張
ろ
う
」
を
行
い
、
今
年
度
も
仲
間

と
の
絆
を
よ
り
深
め
な
が
ら
、
様
々
な

要
求
実
現
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
と
い
う

決
意
を
新
た
に
確
認
す
る
日
に
な
り
ま

し
た
。 

 
 
 

（
堺
） 

 府
高
教
定
期
大
会 

六
月
二
五
日
、
ぐ
ず
つ
く
空
模
様
と

は
対
照
的
に
元
気
よ
く
府
高
教
事
務
職

員
部
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
高

校
職
場
で
は
、
授
業
料
・
就
学
支
援
金
・

奨
学
給
付
金
事
務
は
３
年
目
を
迎
え
、

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
が
制
度
の
対

象
と
な
り
事
務
量
が
増
大
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
授
業
料
不
徴
収
時
に
事

務
職
員
は
削
減
さ
れ
た
ま
ま
の
状
況
で

す
。 

 

討
論
で
は
、
大
会
参
加
者
全
員
が
発

言
し
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。「
校
舎

建
替
え
で
事
務
職
員
が
多
忙
」「
忙
し
く

て
三
六
協
定
の
時
間
外
労
働
時
間
を
超

え
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
切
実
な
要
求
か

ら
、「
正
規
職
員
の
回
復
を
」「
非
常
勤
・

再
任
用
の
労
働
条
件
は
守
ら
れ
て
い
る

か
」
な
ど
こ
れ
か
ら
の
運
動
の
方
向
を

示
す
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

採
決
で
は
運
動
方
針
を
満
場
一
致
で

採
択
し
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
に
向
け
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会

で
は
役
員
選
挙
も
お
こ
な
い
体
制
を
確

立
し
ま
し
た
。
（
府
高
教
） 

大
阪
市
教
定
期
大
会 

六
月
四
日
に
、
第
２
回
事
務
職
員
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
従
来
の
定
期

大
会
か
ら
総
会
形
式
に
変
え
て
２
回
目

と
な
り
、
開
会
時
に
は
総
会
が
成
立
す

る
組
合
員
の
出
席
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

総
会
は
、
日
頃
の
思
い
や
疑
問
を
組

合
員
間
で
交
流
で
き
る
よ
う
、
議
長
を

置
か
ず
、
執
行
部
の
進
行
で
議
事
を
進

め
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
の
「
契
約
事

務
の
取
扱
変
更
」「
未
納
給
食
費
の
督
促

事
務
」「
勤
務
時
間
内
に
仕
事
が
終
わ
ら

な
い
繁
忙
状
態
」
等
々
に
、
参
加
者
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
年
度
に
迫
っ
た
「
権
限
移

譲
」
に
つ
い
て
は
、
大
教
組
事
務
職
員

部
の
山
田
事
務
局
長
か
ら
堺
市
の
状
況

の
報
告
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
明
日
か

ら
の
と
り
く
み
に
む
け
、
大
い
に
実
り

の
あ
る
総
会
と
な
り
ま
し
た 

。 

（
大
阪
市
教
） 

市
高
教
定
期
大
会 

市
高
教
事
務
職
員
部
定
期
大
会
を
七

月
十
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

部
長
、
本
部
副
執
行
委
員
長
の
河
内

さ
ん
の
挨
拶
の
後
、
大
教
組
・
市
教
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

議
事
の
報
告
後
、
質
問
・
討
議
に
移

り
、
決
算
の
質
問
や
要
求
内
容
の
質
問

な
ど
が
出
ま
し
た
。
税
源
移
譲
に
伴
う

こ
れ
か
ら
の
問
題
点
な
ど
を
ま
と
め
て

周
知
し
て
欲
し
い
な
ど
の
要
望
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
は
、 

各
分
会
が
支
援
金 

事
務
で
多
忙
で
あ 

る
た
め
、
来
年
度 

の
大
会
日
程
も
考 

え
な
い
と
い
け
な 

い
か
な
ぁ
と
反
省 

し
ま
し
た
。 

 

（
市
高
教
） 

 

ウ
ラ
面
に
続
き
ま
す 
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＜当面の日程＞ 

7.31(日)～8.1(月) 
全国学校事務研究集会（蒲郡） 

8.22(月)大教組夏期学校選択講座 
（たかつガーデン） 

9.13(火)第１回委員会 
(たかつガーデン) 
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単
組
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
積
極
的
に 

事
務
職
員
部
運
動
を
す
す
め
よ
う
！ 
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公立学校共済組合に申し入れ！！ 「標準報酬月額の定時決定及び保険者算定について」 

「標準報酬月額の定時決定及び保険者算定について」の文書が７月４日付けで所属長宛に発出されました。これは、４～６月の３ヶ

月の平均で標準報酬月額を決定する「定時決定」と、季節的に報酬が変動する職員に対しての前年７月から当年６月まで１年間の報酬

の平均で算定する「保険者算定」制度の周知と、申し立てる場合の手順の案内になっています。 

制度については、所属長（校長）が職員に周知することとなっていますが、中身については、説明が不十分であり、誰が対象者なの

かさえはっきりわかりません。事務職員部は大教組本部とともに公立学校共済組合へ申し入れるとともに交渉をおこないました。 

２０１５年１０月から共済年金と厚生年金が一元化され、「手当率制」から「標準報酬制」に変更されました。変更時も十分な説明

はなく今に至っています。今回は初めての定時決定であり、学校現場では「標準報酬制」という制度も十分理解されているとは言えな

い中、「保険者算定」の申し立て事務が突如学校へ通知された形になっています。 

「標準報酬月額」は、毎月の保険料だけでなく、傷病手当金や医療費負担の上限額にも利用され、どちらが有利であるのか判断する

ことは難しいものがあります。 

交渉では、制度周知の責任は校長にあることを確認するとともに、「保険者算定」対象者となる教職員本人に通知するよう申し入れ

ました。また、制度改定の説明会の実施や、各職員が活用できる計算ソフトの作成、ホームページ上での情報提供などを求めました。 

また、これに伴ってＳＳＣの画面が変更されています。学校総務サービス課は、当初共済組合所管のことであるとしていましたが、

事務職員部は SSC の変更として、学校総務サービス課の責任を追及し、グループウェアでの「保険者算定一覧」の画面追加について

の通知が実現しました。 

引き続き、毎年の「保険者算定」について、組合員の声を集約し、さらなる全体への周知と改善を求めていきます。 
 

（基本的用語解説） 

報酬････算定の根拠となる金額は、給料の他、時間外勤務手当、通勤手当（月額換算）、扶養手当、特殊勤務手当などすべてが含まれます。 

標準報酬制････２０１５年１０月以降の制度です。労働者の報酬額に応じて５０等級に分割されており、いずれかに位置づけられていま

す。この金額をもとに掛金が算定されます。毎年７月１日に決定されます。 

手当率制････２０１５年９月まで、掛金は「給料月額」に「みなし手当」を加えた額に掛金率を乗じて算定していました。「みなし手当」

は実際に支給される手当の多寡にかかわらず、一律に給料月額の２５％を手当の額とみなして算定していました。 

定時決定････標準報酬月額を決定するためにおこなわれます。４～６月報酬（実績給は３～５月）の平均をもとに算定されます。したが

って、４～６月の収入が多ければ掛金は高くなり、給付額も多くなります。 

保険者算定････「定時決定」の標準報酬額が非固定的給与が原因で不当に高い（４～６月の給与が高い）場合、所属所が申し立て修正す

ることができます。これを保険者算定と言います。算定金額は、定時決定された標準報酬月額と、前年７月～６月の平均

収入から算定される標準報酬月額を比較し、２等級以上の差が生じる場合「保険者算定」が適用されます。 

随時改定････昇給や降給、手当の発生、通勤手当の増減などにより固定的給与が変動し３か月以上続く場合で、２等級以上変わる場合変

更されます。 

一時金（ボーナス）にかかる掛金････標準報酬月額とは別に、保険料率を掛けて徴収されます。 

日
進
月
歩 

 

「
浦
島
太
郎
が
乗
っ
た
カ
メ
の
種
類
は
何

か
？
」
▼
日
本
の
浜
に
上
が
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
メ
ス
が
有

力
候
補
ら
し
い
▼
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
だ
が
、
以
前
か
ら
海
に

漂
う
ゴ
ミ
を
誤
飲
す
る
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
最
新
の
研
究
で
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
よ
り
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
方
が
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
誤
飲
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
浦
島
太
郎
の
よ
う
に
は

カ
メ
に
乗
れ
な
い
の
で
、
人
の
代
わ
り
に
ビ

デ
オ
を
搭
載
し
た
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
に
乗
っ

て
も
ら
い
？
デ
ー
タ
を
あ
つ
め
た
と
い
う
。

デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
と
は
小
型
の
計
測
装
置
の

こ
と
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
動
物
の
行
動
生
態

を
研
究
す
る
手
法
を
「
バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
」

と
い
う
。
バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
は
、
バ
イ
オ
（
生

き
物
）
＋
ロ
ギ
ン
グ
（
記
録
を
と
る
）
で
日

本
の
研
究
者
が
つ
く
っ
た
和
製
英
語
で
あ

る
。
動
物
の
行
動
を
ず
っ
と
観
察
す
る
の
は

限
界
が
あ
る
の
で
、
動
物
自
身
に
計
測
や
動

物
目
線
で
ビ
デ
オ
撮
影
を
し
て
も
ら
う
。
こ

れ
に
よ
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
食
生
活
や
回
遊
経

路
が
可
能
に
な
っ
た
そ
う
だ
▼
最
近
、
バ
イ

オ
ロ
ギ
ン
グ
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
漫
画
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
家
に
居
な
が
ら

に
し
て
、
今
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
動
物
た

ち
の
行
動
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
夏

休
み
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
ち
が
う
世
界
に
遊
ぶ

の
も
お
も
し
ろ
い
か
も
…
。 

（
Ｆ
Ｙ
） 

オ
モ
テ
面
か
ら
続
く 

 中
河
内
交
流
会 

六
月
二
十
四
日
、
中
河
内
三
市
交
流
会

を
上
本
町
の
あ
る
く
ま
ん
で
開
催
し
ま
し

た
。 今

回
で
８
回
目
と
な
る
交
流
会
も
、
初

め
の
頃
は
退
職
者
を
囲
ん
で
の
送
別
会
的

な
も
の
で
し
た
。
最
近
は
、
中
河
内
の
交

流
を
メ
イ
ン
に
退
職
者
を
交
え
た
交
流
会

と
い
う
形
で
続
け
て
い
ま
す
。 

実
施
日
当
日
だ
っ
た
学
サ
調
査
校
か
ら

の
報
告
や
、
家
の
中
に
散
乱
す
る
「
石
」

の
は
な
し
？
？
、
な
ど
豊
富
な
話
題
で
、

昨
年
に
続
き
写
真
を
撮
る
の
を
忘
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、

美
味
し
い
料
理
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
マ

ス
タ
ー
に
感
謝
し
つ
つ
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。 

 
 
 

（
東
大
阪
） 

 国
民
平
和
大
行
進 

 

事
務
職
員
部
ｄ
ａ
ｙ 

府
高
教
事
務
職
員
部
は
、
広
島
へ
向
け

て
歩
く
国
民
平
和
大
行
進
を
毎
年
歩
い
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
七
月
三
日
に
「
事
務

職
員
部
ｄ
ａ
ｙ
」
と
し
て
と
り
く
み
ま
し

た
。
猛
暑
の
日
曜
日
と
な
り
午
後
の
浜
寺

公
園
は
熱
気
で
景
色
が
歪
ん
で
見
え
る
ほ

ど
で
し
た
。 

そ
れ
で
も
「
核
兵
器
を
な
く
そ
う
！
」

「
ノ
ー
モ
ア
、
ヒ
ロ
シ
マ
！
」
と
精
一
杯

ピ
ー
ス
コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
（
最
近
は
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
は
言

わ
な
い
ら
し
い
）。 

ゴ
ー
ル
の
堺
市
役
所
に
着
く
こ
ろ
に
は

声
も
枯
れ
、
身
体
も
干
か
ら
び
て
い
ま
し

た
が
、
冷
た
い
飲
み
物
と
達
成
感
で
回
復

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

（
府
高
教
）  

お知らせ 

第１回委員会 

 9 月 13 日（火）15 時～ 

たかつガーデン ２階ガーベラ 
各単組から参加をお願いします 

 
全教近畿ブロック事務研究集会 

10月28日～29日 奈良パークホテル 

現在レポート募集中です！ 

 

 

 


